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▲自宅で介護する難しさなどを話して、交流を図りました。

▲ベッドを使って、介護の技術を学びました。

　

ご
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る

方
、介
護
に
興
味
の
あ
る
方
を

対
象
に
、在
宅
介
護
者
の
つ
ど

い
を
開
催
し
、20
人
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
万

葉
園　

介
護
福
祉
士
の
寺
岡

孝
文
さ
ん
に
よ
る「
介
護
技
術

実
践
」や「
認
知
症
に
つ
い
て
」

の
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、介
護
用
ベ
ッ
ド
を

使
い
、家
庭
で
も
出
来
る
介
護

技
術
に
つ
い
て
実
技
を
交
え

て
、説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
の
荒
ヒ
サ
エ
さ
ん
か
ら
、

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
に
つ

い
て
、説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
の
交
流
会
で
は
、昼
食

を
と
り
な
が
ら
、日
頃
の
悩
み

や
疑
問
を
話
し
合
い
、時
間
を

忘
れ
て
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

あ
ら  

ひ  

さ  

え

▲荒ヒサエさん（認知症の人と家族の会）からの説明
あら  ひ  さ  え

高齢者のつどい(原町区) ３Ｐ

高齢者世帯ふれあい交流会(鹿島区) ３Ｐ

こんにちは！生活支援相談室です(サロン開催) ５Ｐ

在宅介護者のつどい １Ｐ

ふれあい交流会(地域開催) ２Ｐ

高齢者パソコン教室 ３Ｐ

無料法律相談会 4Ｐ

認知症相談会 4Ｐ

福祉の仕事相談会 ４Ｐ

保健師まいちゃんが伝授!健康アドバイス(冬季編) ４Ｐ

ひまわりデイサービスセンター日誌 ５Ｐ

生活支援相談員の訪問日誌 ５Ｐ

まごころひろば ６Ｐ

今月のオレンジハート
参加者募集

在宅介護者在宅介護者のつどいつどい在宅介護者在宅介護者のつどいつどい在宅介護者のつどい

 

て
ら
お
か

た
か
ふ
み
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（２月15日号）

　

原
町
区
内
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に「
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」（
全
７
地
区
）を

開
催
し
ま
し
た
。

　

地
区
福
祉
委
員
会
の
主
導
に
よ
り
開
か
れ
た
こ
の
会
は
、民
生
委
員
の
方
々
の

声
か
け
と
、身
近
な
場
所
で
の
開
催
と
な
り
、多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
、唄
や
踊
り
ゲ
ー
ム
な
ど
、様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
趣
向
を
凝
ら
し
、

各
地
域
で
、素
敵
な
笑
顔
の
花
が
咲
い
た
楽
し
い一日
と
な
り
ま
し
た
。

▲高平地区

▲太田地区

▲大甕地区 ▲原町南地区

▲原町東地区

▲原町北地区

▲石神地区

地域の絆が深まりました！りりがが絆 たたたしししししたりり たたたりの りが地地域の絆が深まりました！ふれあい交流事業事事事交いいいいいいいいいいいれれ いいいいいいいいふれふれふれれふれあい交流事業

開催地域 開　催　日 場　　　所
太 田 地 区

大 甕 地 区

高 平 地 区

原 町 東 地 区

石 神 地 区

原 町 北 地 区

原 町 南 地 区

平成 25年 11月6日（水）

平成25年11月30日（土）

平成25年12月16日（月）

平成26年 1月22日（水）

平成26年 1月22日（水）

平成 26年 1月28日（火）

平成 26年 1月31日（木）

太田生涯学習センター

大甕生涯学習センター

高平生涯学習センター

道の駅南相馬

石神生涯学習センター

原町区福祉会館

ひばり生涯学習センター



　

鹿
島
区
内
の
70
歳
以
上
の
高
齢

者
世
帯
の
方
を
対
象
に
、交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

保
育
園
児
や
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
と
交
流
を
深
め
昼
食
を

食
べ
な
が
ら
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日　

時

平
成
26
年
3
月
4
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
～

午
後
0
時
30
分
ま
で

　

「
パ
ソ
コ
ン
な
ん
て
怖
く
な

い
！
」を
テ
ー
マ
に
、２
月
3
日

か
ら
7
日
に
か
け
て
、高
齢
者

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
、ダ
イ
コ
ー
㈱
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、電
源
の
入

れ
方
か
ら
、丁
寧
に
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、初
め
て

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
方
も
お

り
、初
日
に
は「
機
械
は
苦
手
だ

か
ら
、覚
え
ら
れ
る
か
不
安
」と

言
わ
れ
て
い
た
方
も
、最
終
日

◆
会　

場　

む
つ
み
荘（
鹿
島
区
）

◆
対
象
者

現
在
、鹿
島
区
内
に
お
住
ま
い

の
高
齢
者
世
帯（
と
も
に
70
歳

以
上
）

◆
参
加
費　

1
人　

2
0
0
円

◆
締　

切　

　

平
成
26
年
2
月
25
日（
火
）ま
で

※
当
日
は
、各
仮
設
集
会
所
よ
り  

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
い
た
し

ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
、申
込

み
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

地
域
福
祉
課

　

☎（
0
2
4
4
）46
―
5
3
5
4

（
鹿
島
区
）原
田
・
梅
田
ま
で

　

原
町
区
内
に
在
住
の
、
70
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と
高

齢
者
世
帯（
と
も
に
70
歳
以
上
）の

方
を
対
象
に
、つ
ど
い
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
は
、悪
役
俳
優
の
八
名
信
夫

さ
ん
と
所
属
の「
悪
役
商
会
」の
皆

さ
ん
を
お
招
き
し
、美
味
し
い
お
弁

当
と
寸
劇
で
、楽
し
く
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

平
成
26
年
3
月
7
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
～

午
後
1
時
30
分
ま
で

◆
会　

場

　

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
丸
屋（
原
町
区
）

◆
対　

象

原
町
区
内
に
在
住
の
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
世
帯

（
と
も
に
70
歳
以
上
）

◆
参
加
費　

1
人　

5
0
0
円

◆
締　

切　

　

平
成
26
年
2
月
28
日（
金
）ま
で

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

各
地
区
民
生
委
員
ま
た
は

　

地
域
福
祉
課

　

☎（
0
2
4
4
）24
―
3
4
1
5

　

（
原
町
区
）鹿
仁
島
ま
で

は
ら 

だ
か　

に  

し
ま

う
め 

だ

や　

な　

の
ぶ
お

3

（２月15日号）

「
高
齢
者
世
帯
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
！

「
高
齢
者
世
帯
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
！

「
高
齢
者
世
帯
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
！

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

高
齢
者
の
つ
ど
い（
原
町
区
）

いいいいいいい
どどど
つつ
ど
つ
のの
者者
の
者
の

齢

区

高
齢
者
の
つ
ど
い（
原
町
区
）

に
は
操
作
に
も
慣
れ
て
、「
参
加

し
て
よ
か
っ
た
！
」と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ

ソ
コ
ン
の
使
い
方
も
学
び
、話

掛
け
る
だ
け
で
操
作
が
出
来
る

機
能
な
ど
を
体
験
し
、「
世
の
中

便
利
に
な
っ

た
も
ん
だ
な
」

と
驚
き
の
声

が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

▶「
講
習
後
も
パ
ソ
コ
ン
を
続
け
た
い
」

　

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

◀
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
津
々



4

（２月15日号）

　

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、求
人
登
録
や
資
格
取
得
な
ど
の
相
談

を
目
的
に
、福
祉
の
仕
事
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
方
や
福
祉
関
係
の
資
格
取
得
を
考
え
て
い

る
方
は
、会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

　

平
成
26
年
3
月
20
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時
ま
で

◆
会　

場

　

原
町
区
福
祉
会
館　

講
座
室

◆
料　

金　

無　

料

※
事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。相
談
時
間
は
、1
人
30
分
前
後
で
す
。

◆
問
合
せ

　

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会 

人
材
研
修
課

　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
５
６
６
２

福
祉
の
仕
事
相
談
会

福
祉
の
仕
事
相
談
会

福
祉
の
仕
事
相
談
会

福
祉
の
仕
事
相
談
会

福
祉
の
仕
事
相
談
会

　こんにちは！地域包括支援センター保健師のまいです！
　暦の上では春を迎え、暖かい日差しの日が続くなど春の予感が広がる一方、まだまだ寒
さの厳しい日もあり、風邪やインフルエンザ、ノロウイルスなどの様々な感染症の流行が
続いています。
　では、どうして寒い冬に感染症が蔓延するのでしょうか？それには3つの理由が挙げら
れます。
　１つ目は、低温・低湿度を好むウイルスは、寒くて空気が乾燥する冬は、高温・多湿の夏
に比べ長く生存できるようになり感染力を強めます。
　2つ目に、空気の乾燥により咳やくしゃみの飛沫が小さくなり、飛沫に乗ったウイルスが遠くまで飛びやすく、
一度の咳やくしゃみによる感染範囲が広くなり、感染スピードも上がります。
　3つ目に、寒くなり体温が下がることで人の免疫力が低下してしまいます。その結果、冬は感染症が流行りやす
くなってしまうのです。
　冬の感染症予防の基本は、手洗いやうがいなど日常生活での対策が不可欠です。
　寒さと乾燥に負けず、しっかりと対策を講じて感染症を予防し、元気に春を迎えましょう！

保健師 まいちゃんが伝授 !健康アドバイス（冬季編）

手についた病原体は流水で
すすぐだけだと十分ではあ
りません。石鹸を使ってこま
めに手洗いをして、感染の
機会を減らしましょう。

1人1人の「うつさない」「か
からない」という気持ちが
大切です。症状のある人は
マスクを正しく着用するな
ど咳やくしゃみが直接人に
かからないよう注意しまし
ょう。

帰宅直後のうがいが効果
的！のどや空気が乾燥して
いる時にもうがいをすると
いいでしょう。

免疫力は体温が1度下がる
だけで30％低下します。体
を温めて、睡眠をしっかりと
って、バランスの取れた食事
を心がけましょう。

○手洗い ○咳エチケット ○うがい ○抵抗力・免疫力アップ

◆
日　

時

　

平
成
26
年
3
月
11
日（
火
）

　

午
後
1
時
30
分
〜

　

午
後
4
時
30
分
ま
で

◆
会　

場

　

原
町
区
福
祉
会
館　

相
談
室

◆
予
約
・
問
合
せ
先

　
鹿
島
区
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎（
0
2
4
4
）46
―
5
3
5
4

無
料
法
律
相
談
会

無
料
法
律
相
談
会

無
料
法
律
相
談
会

認
知
症
相
談
会

◆
日　

時

　

平
成
26
年
3
月
10
日（
月
）

　

午
後
1
時
30
分
〜

午
後
3
時
30
分

◆
会　

場

　

原
町
区
福
祉
会
館　

相
談
室

◆
問
合
せ
先

　

☎（
0
2
4
4
）23
―
4
5
1
9

　

 

荒
ま
で

あ
ら



　朝、利用者さん宅での最初の一言。
　「おはようございます！ひまわりデイサービスセンターです！」
　このところの厳しい寒さの中でも、私たちが到着する前から、外で待っている利用者さんがたくさんいらっしゃいます。
　送迎に伺った際、寒い思いをさせて申し訳ないと思っていると、ある利用者さんから「デイサービスに行くのが待ち
遠しいくらい楽しみで、普段より早く起きて準備してたんだ」と笑顔で話をしてくれました。
　また、挨拶と合わせて何気なく行っていた握手を繰り返すうちに、今では、利用者さんの方から、手を差し出していた
だけるようになりました。
　その日も握手を交わすと、職員よりも長く外で待っていた利用者さんの手の方が
あたたかく「どれ、温めてやるよ」と何気なく職員の手をとり何度も摩ってくだいさい
ました。
　その瞬間、お互いの顔に笑みが溢れ、その場が“ほっこり”とあたたかくなりました。
日常の些細な出来事ですが、利用者さんと支え合い、心と心の繋がりを感じられるこ
とをとても嬉しく思いました。

5

（２月15日号）

ひまわりデイサービスセンター日誌ひまわりデイサービスセンター日誌ひまわりデイサービスセンター日誌ひまわりデイサービスセンター日誌ひまわりデイサービスセンター日誌

生活支援相談員の訪問日誌生活支援相談員の訪問日誌生活支援相談員の訪問日誌
●
日　

時

　

平
成
26
年
2
月
20
日（
木
）

　

平
成
26
年
3
月
6
日（
木
）

　

毎
回
、午
後
1
時
30
分
～

午
後
3
時
30
分
ま
で

◆
会　

場

　

ひ
が
し
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

（
原
町
区
）

◆
参
加
費　

1
0
0
円

（
初
回
は
無
料
）

●
日　

時

　

平
成
26
年
2
月
26
日（
水
）

　

平
成
26
年
3
月
12
日（
水
）

　

平
成
26
年
3
月
26
日（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
～

午
前
11
時
30
分
ま
で

◆
会　

場

　

福
島
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

5
階
大
会
議
室

民
間
借
り
上
げ
入
居
者
等
を

対
象

福
島
市
等
に
避
難
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象

サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

●
日　

時

　

毎
週
水
曜
日

　

午
後
1
時
30
分
～

午
後
3
時
30
分
ま
で

◆
会　

場　

原
町
区
福
祉
会
館

◆
参
加
費　

1
0
0
円

（
初
回
は
無
料
）

●
日　

時

　

毎
週
月
曜
日

　

午
後
1
時
30
分
～

午
後
3
時
30
分
ま
で

◆
会　

場　

む
つ
み
荘（
鹿
島
区
）

◆
参
加
費　

1
0
0
円

（
初
回
は
無
料
）

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

福
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
課 

生
活
復
興
支
援
室

　

☎
0
2
4
―
5
3
3
―
8
8
8
1

岸
波
ま
で

き
し 

な
み

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

生
活
支
援
相
談
室

　

☎（
0
2
4
4
）26
―
8
8
2
3

　生活支援相談員は、祝日を除いた月曜日から金曜日に、
仮設住宅の集会場などを利用し、週１回のサロン活動をし
ています（平成26年2月現在）
　目的を持ってメニューを組み立て､輪投げや脳トレなどを
実施しています。
　サロン活動で、私たちの力になってくれるのは、遠く離れ
た地から遥々来てくれるボランティアの皆さんです。
　北は北海道から南は沖縄県まで、多くの方々が、今までサ
ロンに一緒に入っていただきました。
　定期的にボランティアに来てくださるNさん。いつもサッ
クスで、色々な曲を演奏してくれます。
　もし、演奏が出来ない曲をリクエストされた時は、次回ま
でに、練習を積んでくる向上心のある素敵な方です。

　Ｎさんは、南相馬市に来るのが自身の気分転換にもなる
のだと話されていました。
そう思わせてくれるのは、「どこから来たの？」「大変だった
べした～！」「ありがとう」と、声を掛けてくれる仮設住宅に住
む方々の温かみがあってこそだと思います。
　生活支援相談員になって、改めてボランティアの皆さん
に対する感謝の念が強くなりました。ボランティアの皆さん
に感謝しつつ、今日もサロン活動に巡回訪問、気合を入れ
てがんばります！　　　　　　　　　　　　　　　(Ｃ・Ｅ)

～心あたたまる贈り物～

◆ひまわりデイサービスセンター

　鹿島区西町2丁目116番地

　(０２４４)４６-１７７０



ありがとうございました

6

「
ま
ご
こ
ろ
」ひ
ろ
ば

○
小
高
区

【
ご
遺
志
金
】　
　
　
　

（
行
政
区
）

・
佐　

藤　
　
　

宏 

様
（
上
蛯
沢
）

故 

佐 

藤 

ハル
ヨ 
様 
ご
遺
志
と
し
て

・
木　

幡　

鉄　

雄 
様
（
小  

谷
）

故 

木 

幡 

昭 

子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
井
戸
川　

定　

弘 

様
（
摩  
辰
）

故 

井
戸
川 

吉 

男 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
三
本
松　

信　

一 

様
（
小
屋
木
）

故 

三
本
松 

ト
キ
子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
菅　

野　

公　

裕 

様
（
大
和
田
）

故 

菅 

野 

梅 

子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
泉　

川　
　
　

聡 

様
（
下　

浦
）

故 

泉 

川 

高 

雄 

様 

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
佐
々
木　

和　

之 

様
（
大
田
和
）

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
松　

塚　
　
　

武 

様
（
福　

岡
）

つ
え
を
被
災
者
支
援
と
し
て

○
鹿
島
区

【
ご
遺
志
金
】　
　
　
　

（
行
政
区
）

・
草　

野　

禎　

夫 

様
（
一　

区
）

故 

草 

野 　

 

稔 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
豊　

田　
　
　

広 

様
（
浮　

田
）

故 

豊 

田 

武 

雄 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
小　

川　
　
　

治 

様
（
横　

手
）

故 

小 

川 

ア
サ
ノ 

様 

ご
遺
志
と
し
て

《
平
成
2６
年
1
月
１
日
〜
平
成
2６
年
1
月
31
日
》

編
集
後
記

　

毎
年
、受
験
生
や
幼
い
子
供
を
抱

え
る
世
帯
な
ど
に
は
、頭
を
悩
ま
せ

る「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
」の

ニ
ュ
ー
ス
が
こ
の
と
こ
ろ
、大
き
く

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

身
を
守
る
た
め
の
5
か
条
」（
政
府

広
報
室
）と
い
う
も
の
を
目
に
し
ま

し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、至
っ
て
当
た
り
前

な「
正
し
い
手
洗
い
」「
普
段
か
ら
の

健
康
管
理
」「
予
防
接
種
を
受
け
る
」

「
適
度
な
湿
度
を
保
つ
」「
人
混
み

を
避
け
る
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

先
月
、集
団
感
染
な
ど
で
騒
が

れ
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
同
様
、あ
れ

こ
れ
予
防
策
に
苦
慮
す
る
よ
り

も
、日
々
の「
う
が
い
手
洗
い
」を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
、１
番
の

有
効
策
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

暦
の
上
で
は
、春
を
迎
え
ま
し

た
が
、ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

花
粉
症
を
持
つ
私
に
は
、つ
ら
い

季
節
で
は
あ
り
ま
す
が
、暖
か
い
春

が
待
ち
遠
し
い
で
す
。　

（
E
・
S
）

◆
開
設
日

　

毎
週
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

◆
会　

場　

小
高
区
役
所

◆
問
合
せ
先

　

地
域
福
祉
課（
原
町
区
）

　

☎（
0
2
4
4
）24
―
3
4
1
5

　

先
月
の「
オ
レ
ン
ジ
ハ
ー
ト
」（
平
成

26
年
1
月
15
日
号
）の
ま
ご
こ
ろ
ひ

ろ
ば
に
掲
載
し
た「
島　

正
幸 

様
」

と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
島　

正
孝 

様
」で
し
た
。

　

訂
正
し
掲
載
す
る
と
と
も
に
、心

よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

小
高
区
出
張
窓
口

小
高
区
出
張
窓
口

小
高
区
出
張
窓
口

・
髙　

野　

政　

弘 

様
（
小
山
田
）

故 

髙 

野 

政 

衛 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
萩　

原　
　
　

実 

様
（
二　

区
）

故 

萩 

原 

ハル
ヨ 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
林　
　
　

重　

芳 

様
（
上
寺
内
）

故 

林 　

 

重 

金 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
山　

田　

一　

善 

様
（
北
海
老
）

故 

山 

田 　

 

薫 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
北　

原　

賢　

一 

様
（
南
屋
形
）

故 
北 
原 

俊 

男 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
髙　

野　

敬　

真 

様
（
一　

区
）

故 

髙 
野 
光 
子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
佐　

藤　

正　

一 

様
（
飯
舘
村
）

故 

佐 

藤  

一 

郎 
様 
ご
遺
志
と
し
て

・
黒　

田　

典　

子 
様
（
神
奈
川
県
）

故 

黒 

田  

不
二
夫 

様 

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
坂　

田　
　
　

忒 

様
（
上
寺
内
）

坂 

田 

ハ 

ル 

様
100
歳
賀
寿
を
記
念
し
て

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
星　
　
　

政　

子 

様
（
仙
台
市
）

毛
糸
の
帽
子
を
被
災
者
支
援
と
し
て

・
隂　

山　

建　

設　

㈱（
郡
山
市
）

門
松
を
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
希
望
へ

○
原
町
区

【
ご
遺
志
金
】　
　
　
　

（
行
政
区
）

・
島　
　
　

正　

孝 

様
（
本
町
一
）

故 

島 　

 

正 

雄 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
川　

前　

征　

一 

様
（
上
北
高
平
二
）

故 

川 

前  

善 

重 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
板　

倉　
　
　

弘 

様
（
大
町
一
）

故 

板 

倉 

幸 

子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
米　

澤　

善　

廣 

様
（
北　

原
）

故 

米 

澤 

利 

夫 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
高　

野　

光　

夫 

様
（
雲
雀
ヶ
原
一
）

故 

中 

田 

良 

子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
半　

沢　

健　

市 

様
（
錦
町
二
）

故 

半 

沢 

忠 

夫 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
佐　

藤　

祐　

司 

様
（
下
北
高
平
）

故 

佐 

藤 

ミ
チ
エ 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
髙　

野　

一　

重 

様
（
下
太
田
）

故 

髙 

野 

ト
シ
ノ 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
新　

川　

光　

良 

様
（
北
萱
浜
）

故 

新 

川 

秀 

夫 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
藤　

田　

勝　

巳 

様
（
牛　

来
）

故 

藤 

田 

ハ
ナ
イ 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
牛　

来　

一　

男 

様
（
石　

神
）

故 
牛 
来 

一 

清 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
中　

川　

直　

人 

様
（
南
町
四
）

故 

中 

川 　
 

武 
様 

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
南
相
馬
支
援
セ
ン
タ
ー
相
良

　

代 

表　

大
石 

保
憲 

様（
静
岡
県
）

　

復
興
支
援
金
と
し
て 

・
原
町
支
店
ろ
う
き
ん
友
の
会

　

会 

長　

堀
内 

一
成 

様

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
を
社
会
福
祉
の
た
め
に 

お
詫
び

福島いのちの電話　相談電話 024 -536 -4343

・
匿　

名

　

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
杉　

本　

明　

子 

様（
西　

町
）

　

紙
オ
ム
ツ
な
ど
を
介
護
保
険
事
業
所
へ

・
匿　

名

　

お
米
を
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　
　
　

寄
附
一
覧

【
金　

圓
】（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
資
金
と
し
て
）

・
匿　

名

【
物
品
】

・（
福
）榛
東
村
社
会
福
祉
協
議
会（
群
馬
県
）

　
タ
オ
ル

・
埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会（
埼
玉
県
）

　
カ
ッ
プ
麺
、タ
オ
ル

・
鈴　

木　

洋　

成 

様
（
小
高
区
五
区
）

　

電
動
剪
定
ハ
サ
ミ


